




    
    

子育てサポートを利用しよう



　保育園の砂場で、子どもが星型のおもちゃで砂遊びに夢中。その奥でも、別の親子がポカポカ陽気の中、仲良く砂遊びをしています。これは、保育園を一般の親子に開放する開放保育での一コマです。


　親にとって、子どもの成長はうれしいものですが、子育ての悩みは尽きません。市では子育てを支援するため、さまざまな保育サービスを提供したり、気軽に相談できる場を設けたりしています。


　今号では、子育てにスポットを当て、子育て支援施設の一つである「つどいの広場」を中心に紹介します。






「つどいの広場」は次ページ　→






[image: 笑顔あふれるつどいの広場]


[image: 四之宮にある、つどいの広場「きりんのおうち」]


　市では、子育ての情報を交換したり、相談したりする場を設け、皆さんの子育てをサポートしています。「つどいの広場」もその一つ。子育て中の親子が自由に遊び、交流できる場です。
仲間づくりや気分転換に、お子さんと一緒に出掛けてみませんか。


　四之宮にある、つどいの広場「きりんのおうち」を取材しました。


問：こども家庭課　電話：0463-21-9842





　平成22年2月に開所したきりんのおうちは、スーパーの中にあります。


　買い物をしているとガラス越しに、おもちゃで遊ぶ子どもたちのにぎやかな声が響き渡ります（前写真）。つどいの広場では、3歳ぐらいまでのお子さんとその保護者が集まり、気軽に交流しています。




平塚でも進む少子化


　平塚市では、一人の女性が生涯に産む子どもの平均数を示す合計特殊出生率が1・29（平成21年神奈川県衛生統計年報）となっています。


　昔から「子どもは宝」と言われてきました。しかし、晩婚化に加え、核家族化や夫婦共働き世帯の増加、日中に子どもを預けられる親類が見つからないなど、子育てを取り巻く環境も少子化の原因の一つのようです。


　市こども家庭課の森下ゆりかさんは「子育て家庭を支援するため、つどいの広場のほか、子育て支援センターやファミリー・サポート・センターを開設しています。また、保育園での開放保育や一時保育なども実施しています。今後も、子育てしやすいまちを目指し、その環境を整えていきたい」と話します。






つどいの広場でリフレッシュ


　子育て中の親などの良き相談相手である、きりんのおうちのアドバイザー・小菅和子さん（次写真）。「つどいの広場は、子育てをする親にとって出会いの場」と笑顔で話します。「ここで働いているスタッフは、面倒見の良いおばあちゃん的な存在ですよ」。


　きりんのおうちは、子どもがきりんのようにすくすくと伸びやかに成長できるように、という願いを込めて名付けられました。親子が気軽に集える、あたたかい「おうちづくり」を目指しています。


　室内には、たくさんのおもちゃがあり、親子で楽しく遊ぶことができます。


　「ゴロゴロやハイハイ、ヨチヨチの赤ちゃんは、公園に行くのがまだ早いなと感じることがあるかもしれません。そうした時は、つどいの広場を利用してください。子育てで手いっぱいの親にとって、外に出ることはリフレッシュにもなります」


　きりんのおうちでは現在、5人のアドバイザーが活躍しています。小菅さんも含め、2人が保育士の資格を持っています。アドバイザーの皆さんは、口をそろえて「きりんのおうちは、利用者にとって第2のおうちです」と話します。毎日通って、生活の一部になっている方もいるそうです。仲間から口コミで、つどいの広場のことを聞いて来所する方が多いとのこと。買い物ついでに、遊びに来る親子もいます。



[image: アドバイザー小菅和子さん]

アドバイザーの小菅さん





仲間からの生情報も


　インターネットなどで、さまざまな情報が入手しやすくなりました。しかし、実際に見たり、体験したりしないと分からないこともたくさんあります。


　「赤ちゃんもいずれは歩いたり、オムツが取れたり、成長していきます。その過程を周りにいる育児仲間から見たり聞いたりできるのは、とても参考になりますよ」と、小菅さんは話します。利用者がお互いの経験を話すことで、子育ての悩みが解消されることもあるそうです。


　また、アドバイザーも、どんどん活用してほしいといいます。子育てをしていると、心配事や分からない事で不安になるのが当たり前。どこに相談したらいいか分からなくなった経験は誰しもあるはずです。そんな時は、まずアドバイザーに声を掛けてください。内容によっては、専門的に相談できる所を紹介するなどの対応もしています。


　「おしゃべりしながら、相談を受けることも多いんですよ」。アドバイザーは、気軽に相談できる雰囲気づくりに努めています。


　月に2回、栄養士による栄養相談もしています。また、身体測定日を設けたり、月に1回程度、予約制による、幼児向けの英語教室を開いたりするなど、新たな試みもしています。






交流の場で子育てを楽しむ


　子育て中は、自分の殻に閉じこもってしまいがちです。実は、みんな同じような悩みを持っています。「子育て中の仲間が集う、このような交流の場に来て、見て、聞いてほしい。そうすれば、自分だけという考えはなくなると思います」と小菅さんは話します。


　子育てをする親にとって、知り合いがいない輪の中に入っていくことは勇気がいることです。しかし、一歩踏み出してみると、うれしいことや楽しいことがたくさんあるはずです。一人ではなく、みんなで子育てをすることが楽しい子育てのポイントです。


　最近では、お子さんと一緒に、きりんのおうちに遊びに来る子育てパパ（イクメン）が増えてきているそうです。「最近のお父さんは、とてもマメですね。オムツの交換などもお手の物なんですよ」。子育てに対する考え方も、時代とともに変化してきているようです。






つどいの広場は市内に3ヶ所あります。


それぞれに特色があり、雰囲気もさまざま。もちろん無料で利用できます。つどいの広場に足を運んで、育児仲間を増やしませんか。

詳しくは、各広場にお問い合わせいただくか、市のウェブをご覧ください。



◎スーパーの買い物ついでに


つどいの広場　きりんのおうち


四之宮2-18-26マックスバリュ平塚四之宮店2階　電話：0463-21-3141


月～金曜日、午前10時～午後4時


[image: つどいの広場きりんのおうち]






◎駅前商店街で散歩途中に


湘南スターモールつどいの広場もこもこ


紅谷町3-18　電話：0463-21-0995


月～金曜日、午前10時～午後4時


※駐車場はありません。


[image: 湘南スターモールつどいの広場もこもこ]






◎福祉会館内で安心子育て


つどいの広場　どれみ


公所868西部福祉会館1階　電話：0463-50-5525


水～土曜日、午前10時～午後4時


[image: 福祉会館内で安心子育て]






[image: 地域の子育て応援隊ファミリー・サポート・センター]



　ファミリー・サポート・センターは、子育ての援助を受けたい方（依頼会員）と、援助をしたい方（支援会員）からなる会員組織です。


　会員登録は随時、受け付けています。詳しくは、市のウェブをご覧いただくか、説明会にご参加ください。



支援会員になりませんか


①説明会（自由参加）


　直接、会場にお越しください。説明会終了後、会員登録の手続きもできます。


　5月29日（火）、午前10時～11時と午後2時～3時。勤労会館。


②オリエンテーション（参加必須）


　いずれかの日程で参加してください。6月7日（木）、午前10時～正午（保育あり）と午後1時30 分～3時30 分。8日（金）、午前10時～正午と午後1時30分～3時30 分。福祉会館。


③講習会（参加必須）


　6月15日（金）・18日（月）・19日（火）、全3回、午前9時30 分～午後0時30 分（保育あり）。保健センター。


募：郵送または直接、〒254 -00 84南豊田381ファミリー・サポート・センター　電話：0463-34-7844や公民館などにある申込書を5月31日（木）までに、同センターへ。



[image: ]

講習会では、お風呂の入れ方なども学びます





情報交換したり、相談したり

子育てママにインタビュー



小野田美紀さん・碧羽（あおば）ちゃん


　きりんのおうちは、アドバイザーさんとの距離が近いところがいいですね。遊び場も、小さい子どもには適度な大きさでちょうどいいと思います。同世代の子育てママと情報交換もできます。


　子育ては毎日大変ですが、子どもの笑顔で元気になれます。

[image: 小野田美紀さんと碧羽ちゃん]




鈴木朋子さん・豪（ごう）くん


　きりんのおうちは、お買い物ついでに来られてとても便利ですね。ベッドや授乳室がある所も利用しやすい点だと思います。


　育児は大変ですが、子どもは生きがいです。アドバイザーさんにもよく相談させていただいています。


[image: 鈴木朋子さんと豪くん]






[image: コンパクトなのに情報満載ひらつか子そだてマップ]



　赤ちゃんと一緒に楽しめるお出掛けスポットや市内の保育施設など、子育て家庭のお役立ち情報が満載です。イラストなどを使い、分かりやすく紹介しています。ポケットサイズの子そだてマップを片手に、お散歩に出掛けてみませんか。


　子そだてマップは、公民館などの公共施設や、つどいの広場などで配っています。市のウェブでもご覧いただけます。



子育てに役立つ情報がいっぱい



地図面


　平塚駅周辺で授乳やおむつ替えのできる公共施設、保育施設、医療機関の情報など。


情報面


　保育施設や子育て広場の連絡先、乳幼児健診・予防接種実施医療機関の情報、休日・夜間の急患診療案内など。


問：こども家庭課　電話：0463-21-9843



[image: ひらつか子そだてマップ]





[image: 発達が少し不安なときはこども発達支援室くれよん]



　くれよんでは、就学前の子どもの発達相談から、18歳までの福祉サービスに関する相談まで、成長に合わせた一貫した相談ができます。


　来所での相談は、予約が必要です。まずは、お気軽にお電話ください。平日の月～金曜日、午前8時30分～午後5時（予約制。電話相談も受け付けています）。福祉事業センター（追分1-43 ・福祉会館南側）。




例えば、このようなことが気になったら


・言葉について、心配している


・落ち着きがなく、集中して遊べない


・友達にあまり関心がない


・名前を呼んでも、振り向かない


・集団行動が苦手


・歩行などの運動面の発達状態が心配


問：こども発達支援室くれよん　電話：0463-32-2738



[image: こども発達支援室くれよんマップ]





[image: まちの話題写真リポート]



花と緑のまちづくり


　4月28日と29日、総合公園で恒例の緑化まつりが開かれました。


　天候にも恵まれ、野外ステージや平塚のはらっぱでのイベント、植木市などに4万8000人が来場。平塚のはらっぱ南東では、市制施行80周年を記念したバラのアーチ「希望の架け橋」が披露されました。


　花は淡い黄色で、つるにとげのないモッコウバラを地植えしています。


[image: 緑化まつり]






金環日食へ準備万端


　金環日食を安全に観察するための、ピンホール投影機を作る教室が4月22日、博物館で開かれました。


　37人が参加し、紙コップと色画用紙でピンホール投影機を製作。学芸員から「サングラスや下敷きでは目を痛めてしまいます。ピンホール投影機や専用の眼鏡などで観察してください」などと説明を受けました。


　この日は雨のため、屋上で太陽を観察することはできませんでしたが、参加者からは、本番での晴天を期待する声が多く聞かれました。


　金環日食は5月21日（月）の午前7時30分すぎに、観察できます。市内では173年ぶりとなります。


　次に観察できるのは300年後です。この貴重な機会に、リング状に輝く太陽を観察してみませんか。


[image: ピンホール投影機を作る教室]







平塚を元気にする鍵に


　市民活動を資金面で支援する市民活動ファンド。平成23年度に助成を受けた6団体の活動報告会が開かれました。


　ファンド運営委員からは「行政との協働につなげたことは力強い」「企業や他団体との連携も模索して」「平塚を元気にする鍵は市民活動にある。頑張って」などとエールが送られました。


[image: 市民活動ファンド平成23年度に助成を受けた6団体の活動報告会]






こいのぼり川に躍る


　こどもの日、金目川観音橋（次写真）、鈴川舟橋（次写真）で。


[image: 金目川観音橋]

金目川観音橋




[image: 鈴川舟橋]

鈴川舟橋






版画と鉛筆画の世界を


　市制80周年記念事業として「棟方志功展」（次写真）を6月3日（日）まで、美術館で開催しています。初期から晩年に至るまでの代表的な作品55点を紹介。5月10日現在で、7,468人が会場を訪れました。


　また6月10日（日）まで、「木下晋展 祈りの心」（次写真）も開催しています。10Hから10Bの鉛筆を駆使した、微妙な陰影と克明な描写が特徴。東日本大震災を機に制作された「祈りの塔」などの作
品56点を紹介しています。


　横浜市から友人と来た相澤和枝さんは「企画や展示の仕方が良く、圧巻。2人の世界に引き込まれた。これほどの展示数を一挙に見られるのはなかなかないのでは」と、話してくれました。


[image: 棟方志功展]

棟方志功展




[image: 木下晋展 祈りの心]

木下晋展 祈りの心






市長こらむ



介護予防も地域の絆で


　真田ウッドパーク集会所で開かれた「ふれあいサロン真田」を訪問しました。


　金目地区と土沢地区では毎月3～4回、5会場で順番に、この「ふれあいサロン」を開いています。主催は、地区の社会福祉協議会と高齢者よろず相談センター。参加者は70歳代が中心で、軽い体操をしたり、おしゃべりをしたりして2時間ほどを過ごします。栄養士や歯科衛生士を招いて話を聞くこともあるそうです。


　真田ウッドパーク集会所では偶数月の開催ですが、奇数月も参加者が自主的に開催しています。私が訪問した日は14人が参加。ダンベル体操で一緒に汗を流した後、おしゃべりに加わりました。


　「いつ骨折して、介護してもらうようになるか分からない。どんなサービスがあるか、元気なうちから情報は持っていないと」「引きこもっちゃう高齢者もいるけれど、出てくる場所があるのは幸せ」「おしゃべりしてたくさん笑うと元気が出るし、ぐっすり眠れる」などの話を聞きました。


　高齢者よろず相談センターひらつかにしの石井浩さんは「サロンに来て雑談する中で、どんな状態の高齢者がいるのか、どんなサービスが求められているのかなど、実態が分かる」と話していました。


　高齢者向けには、さまざまなサービスや制度がありますが、使ってもらわなければ意味がありません。分かりやすい仕組みづくりとともに、きめ細やかな情報発信が大切だと感じました。


　この日、真田では「来月から誕生会を開こう」という提案が、拍手で承認されました。


　こうした自主的な介護予防活動をぜひ支援していきたい。また、地域のつながりを大切にして高齢者が孤立しないよう、生き生きと元気に、身近に触れ合える場を広げていきたいと考えています。



[image: ふれあいサロン真田]



平塚市長
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平塚の旬



　トマトの「リコピン」には美白効果もあります。


問：農水産課　電話：0463-35-8102



[image: リコピン]





5月納期の市税・手数料



　納付は、便利な口座振替をご利用ください。


①固定資産税（第1期）


②軽自動車税（第1期）


③清掃し尿従量手数料（第2期）


納期最終日　5月31日（木）


問：①②は市税総務課　電話：0463-21-8769


　　③は環境業務課　電話：0463-21-8796






湘南バンクへ行こう



　ナイターは、いつもと一味違います。


湘南ミルキーウェイレース FⅡナイター


　開催日程


　6月21日（木）～23日（土）


問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935



[image: ウィンディ君]





[image: がんばれ湘南ベルマーレ]



J1のステージへ再び！


前売り券　自由席大人2,500 円、小学生・中学生・高校生・シニア800円。コンビニなどで販売します。

[image: ベルマーレ試合日程]






応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、5月21日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 応募方法]





お知らせ


市内の企業を支援


①セーフティネット保証資金（新規）　市町村長から認定を受けた中小企業に、経営安定のための資金を融資します。限度額5000万円。


②地球温暖化対策資金（新規）　温暖化を抑制し、事業経費を軽減させる設備などの導入資金を中小企業に融資します。限度額5000万円。


③施設整備助成　新規立地や既存工場の拡張に要した土地・建物などの投資額が3億円（中小企業は5000万円）以上の場合、固定資産税相当額の2分の1を5年間助成します。限度額3億円。


④新規雇用助成　③と合わせて、常用の従業員として市内在住者を1年以上雇う場合、21人目から一人当たり30万円（中小企業の場合は1人目から、一人当たり50万円）を助成します。


⑤環境設備助成　③と合わせて、雨水活用設備・太陽光発電設備・風力発電設備を設置した場合。限度額100～300万円。


⑥製造業の設備投資　準工業地域・工業地域・工業専用地域などで操業している製造業の中小企業を支援します。事業拡大や新製品開発などで2000万円以上の設備投資をした場合に、一部助成します。限度額300万円。


⑦産学共同研究事業化支援補助金　市内の中小企業に対し、大学や国公立の研究試験機関などとの共同研究を支援します。限度額50万円。


問：産業振興課　電話：0463-21-9758





フラワーシティ


　地元で生産された色鮮やかな花の展示と即売会です。


　5月24日（木）～29日（火）、午前10時～午後6時30分。29日は午後3時まで。市民プラザ。


問：農水産課　電話：0463-35-8102


[image: 動画を見る]





有害物質を取り扱う施設への規制が強化されます


　水質汚濁防止法が6月1日に、改正施行されました。有害物質貯蔵指定施設や有害物質使用特定施設への規制が強化されます。


　届け出対象施設が追加され、施設の構造などに関する基準の順守や定期点検などが義務化されます。詳しくは、市のウェブをご覧ください。


問：環境保全課　電話：0463-21-9764





自転車は交通ルールを守って正しく乗ろう


　5月は、自転車マナーアップ強化月間です。新生活を充実させるため、自転車の安全利用を再確認しましょう。


問：くらし安全課　電話：0463-21-9840





ポピー摘み取りイベント


　観賞時期の締めくくりに、イベントを開催します。はさみや持ち帰るための新聞紙などをお持ちください。


　6月3日（日）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（相模川河川敷）。


問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852





湘南百番寄席　桂平治（かつらへいじ）独演会


　7月21日（土）午後5時30分開演。ラスカホール。全席自由。前売り2500円・当日3000円。


　チケットは5月27日（日）午前10時から、市民センター内の文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課などで販売します。


問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237





まちの景観パネル展


　6月1日は「景観の日」です。市や市民団体の取り組みを紹介します。


　5月28日（月）～6月1日（金）、午前8時30分～午後5時。28日は午前10時から、1日は午後4時30分まで。本庁舎1階市民ホール。


問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781


[image: まちの景観パネル展]





宮ヶ瀬ダム・水とエネルギー館の見学と体験教室


　6月20日（水）に、宮ヶ瀬ビジターセンター（清川村宮ヶ瀬940-15）などを訪れます。


問：中央公民館　電話：0463-34-2111





たばこと健康展


　5月31日は世界禁煙デーです。たばこの害や禁煙に関するパネルを展示します。


　5月21日（月）～6月22日（金）、午前8時30分～午後5時。6月22日は午後3時まで。保健センター。


問：健康課　電話：0463-55-2111





少年少女交流キャンプ


　友好都市・花巻市を訪れ、花巻市の小学校5・6年生らとキャンプなどをします。8月5日（日）～7日（火）の2泊3日。


問：文化・交流課　電話：0463-25-2520





各種通知書を送ります


　6月中旬に送ります。詳しくはお問い合わせください。


①国民健康保険税の納税通知書　会社都合など非自発的理由で失業した方などは、保険税が軽減される場合があります。


②介護保険料の納入通知書　災害などで損害を受けた方や収入が著しく減少した方、世帯全員が市民税非課税の方などは、保険料額や利用者負担額が軽減される場合があります。


問：①は保険年金課　電話：0463-21-8775②は介護保険課　電話：0463-21-8790へ。





まちぐるみ大清掃


　「ごみのない、きれいなまちひらつか」を目指しましょう。


　5月27日（日）午前8時から。雨天の場合は6月3日（日）に延期。3日も雨天の場合は中止。中止などのお知らせはＦＭ湘南ナパサ（78・3ＭＨｚ）で、当日の午前7時～7時15分に放送します。


問：資源循環課　電話：0463-21-9763





平成24年度市民税・県民税


①課税証明書　6月4日（月）から発行します。


②扶養控除の変更　16歳未満の扶養控除が廃止され、特定扶養控除の範囲が見直されました。これにより、市民税・県民税の税額が、昨年度より増額になる場合があります。


問：①は固定資産税課　電話：0463-21-8768②は市民税課　電話：0463-21-8767へ。






住宅の耐震化などに補助します



　4月から、耐震シェルターへの補助も始めました。


①耐震シェルターの設置（新規）


　平塚市の耐震診断の結果、「耐震性なし」と判定された木造住宅の1階に設置するシェルター。限度額25万円。


②木造住宅

耐震診断費の補助　昭和56年5月31日以前に建築した2階建て以下の木造住宅。限度額7万5000円。


耐震補強設計・工事費の補助　耐震診断の結果、補強工事が必要と判断された住宅。限度額68万円。


③分譲マンション

耐震改修アドバイザーの無料派遣　区分所有者が居住している、昭和56年5月31日以前に建築した分譲マンション。マンションの管理組合に建築士を派遣し、無料で耐震の相談に応じます。


予備診断費の補助　耐震診断の必要性を予備的に調べます。予備診断費の9割を補助します。限度額18万円。管理組合の総会や理事会での決議が必要です。


耐震診断費の補助　補強工事の必要性を調べます。耐震診断費の5割を補助します。区分所有者が居住する1住戸当たり限度額4万円。管理組合の総会での決議が必要。


④ブロック塀などの改修


　市が危険と判断した、通り抜けができる幅4メートル以上の道路に接するブロック塀など。市が定めた標準工事額の5割を補助します。限度額60万円。


問：建築指導課　電話：0463-21-9732


◆税の優遇措置


　耐震改修した住宅には、固定資産税の減額措置や所得税の特別控除があります。


問：固定資産税は固定資産税課　電話：0463-21-8768、所得税は平塚税務署　電話：0463-22-1400へ。








本因坊戦を平塚で



　囲碁タイトル戦の一つ、本因坊戦第5局を6月24日（日）・25日（月）に、平塚プレジール（八重咲町3-8）で開催します。


　タイトル戦に伴い、歓迎行事も開催します。　※第4局までに勝敗が決まった場合は中止となります。


前夜祭


　記念行事と立食パーティー。6月23日（土）午後5時～8時。80人（先着順）。男性4,000円、女性3,000 円、高校生以下2,000円。


大盤解説会


　大矢浩一九段が解説します。6月25日（月）午後2時～4時。150人（先着順）。


募：往復はがきで、必要事項・年齢・イベント名を5月18日（金）から〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。
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山下道吾（どうわ）本因坊
（山下敬吾名人）
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挑戦者
井山裕太天元・十段
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このほかにも、囲碁を楽しむイベントを開いています。



◆イブニング囲碁入門教室


　6月26日～10月2日の火曜日（7月17日、9月18日・25日を除く）、全12回、午後6時30分～8時30分。市民センター。日程の6割以上参加できる、囲碁を全く知らない方か最初から覚え直したい方20人（先着順）。5,000円。


募：電話で、必要事項・年齢を文化スポーツまちづくり振興財団　電話：0463-32-2237へ。









募集




墓地条例にご意見を


　墓地の適正な管理や利用を進めるため、「平塚市墓地等の経営の許可等に関する条例」などを見直し、改正案をまとめました。

　本庁舎1階の市政情報コーナーや公民館、市のウェブなどで閲覧できます。


募：郵送・ファクス・メールで、意見・必要事項を、6月18日（月）までに環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：0120-704589　メール：kankyo-s@へ。





市民病院の職員


　看護師・助産師、計50人程度（選考）。応募方法などの詳細は、市民病院のウェブをご覧ください。


募：病院総務課　電話：0463-32-0015






事業仕分けの市民仕分け人になりませんか


　2人（選考）。次の条件を全て満たす方。①市内に1年以上在住②7月13日時点で、高校生を除く18歳～75歳③7月13日（金）、8月11日（土）の両日に参加できる④本市の市議会議員および職員でない。


募：本庁舎3階の行財政改革推進課　電話：0463-21-9604などにある申込書を6月15日（金）までに本人が直接、同課へ。






ブルーベリーの植樹会


　5月27日（日）午前9時30分～正午。七色の里（土屋850-1付近）。市内在住・在学の小学生とその保護者50人（先着順）。長靴・タオル。


募：5月26日（土）までに土屋里地里山再生グループの原　電話：090-2941-4954へ。






再生家具を提供します


　50個程度（抽選）。一人1点。修理費程度を負担。

募：6月1日（金）～8日（金）、午前9時～午後4時（8日は正午まで）に直接、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。






環境保全活動団体を支援


　ボランティア団体などによる、市内での環境保全活動を資金面で支援します。限度額は1団体3万円。選考。

　説明会は5月28日（月）午後2時～4時。本庁舎4階Ｃ会議室。


募：本庁舎4階の環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@や市のウェブなどにある申込書を6月6日（水）までに直接、同課へ。

　説明会への参加は、電話・ファクス・メールで、氏名と連絡先を同課へ。






七夕まつりのボランティアに参加しませんか


クリーン　会場内の清掃、ごみの分別指導をします。


イベント　イベント時の交通整理や沿道警備の補助をします。


七夕飾り　市民飾りの掲出や撤去の補助をします。


観光案内　プログラムの配布や、名産品の販売などをします。


　各ボランティアの詳細は、七夕まつりのウェブをご覧ください。6月23日（土）午前10時30分から、平塚商工会議所（松風町2-10）で説明会を開きます。


募：郵送・ファクス・メールまたは直接、七夕まつりのウェブなどにある申込書を6月15日（金）までに、豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125　メール：shokan@へ。







里山体験ワークショップ


　6月9日（土）午後1時～5時30分。吉沢公民館（上吉沢395）集合。作業に適した服装・靴・帽子で。保険証の写し・雨具。300円。植栽など。


募：電話・ファクスで、必要事項・年齢を6月6日（水）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（平日、午後1時～5時）FAX：58-4326へ。
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▲散策路の整備もします









七夕に囲碁を打とう


　会場は勤労会館です。

①七夕子ども囲碁大会

　7月7日（土）午前9時45分から。平塚市・大磯町・二宮町に在住・在学の中学生以下の方。1000円。


②七夕囲碁大会


　段級位により、4種目あります。7月8日（日）午前9時45分から。208人（先着順）。一般2500円、高校生以下1200円。詳しくは、文化スポーツまちづくり振興財団のウェブをご覧ください。


募：①ははがきで、必要事項・年齢・学校名・学年・段級位・子ども囲碁教室に通っている方は教室名、②は往復はがきで、必要事項・年齢・段級位・種目を、6月26日（火）までに〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。







読み聞かせ教室


　6月15日～29日の金曜日、全3回、午前10時～正午。青少年会館。市内在住で全日程に参加できる方20人（抽選・初めての方を優先）。


募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・参加経験の有無を、6月4日（月）までに〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。







こどもマリン交流


　友好都市の岐阜県高山市・岩手県花巻市、市民休養の郷（さと）・静岡県伊豆市の小学校5・6年生と、平塚海岸などで遊んだり、一緒に泊まったりして交流を深めます。

　7月29日（日）～31日（火）の2泊3日。市内在住の小学校5・6年生、10人（男女各5人・抽選）。8000円。


募：郵送で、小学校で配る申込書を6月1日（金）までに〒254-0031天沼7-8松原分庁舎の文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。市のウェブからも応募できます。







みどりのカーテンコンテストの参加者


　市内の住宅で、今年4月以降につる性植物でみどりのカーテンを設置した方。


募：郵送または直接、市のウェブなどにある応募用紙とA4の用紙に貼ったL判写真（3～5枚、そのうち1枚は全体が写っているもの）を8月31日（金）までに、本庁舎4階の環境政策課　電話：0463-21-9762へ。







平塚市展に出品しませんか


　7月1日（日）～16日（祝）、美術館に展示します。


　中学生を除く15歳以上の方。1点（写真は2点まで）につき3000円、1点増すごとに1000円。未発表作品に限ります。


書道　半紙大以上2×8尺以内、横物8×2尺以内。額張または幅表装仕立て。題名と釈文を添付。一人2点まで。

工芸　2×2メートル以内。30キログラム以内。額・壁掛けなどは、すぐに展示できる表装。一人3点まで。

絵画・彫刻　絵画は20～100号。彫刻は1立方㍍以内。30キログラム以内。額・仮額・掛け軸など。一人2点まで。


写真　半切以上。パネル張りまたは額装。一人何点でも応募可。組み写真は3枚以内。肖像権に関わる作品は被写体の了承を得ていること。


募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8123や公民館などにある提出用紙に応募料を添え、作品を6月24日（日）午前10時～正午に美術館へ








東海大学の市民講座


　東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。先着順。

①コンピューターミュージック　6月2日～30日の土曜日、全5回、午後1時30分～3時30分。20人。1万2000円。


②水彩画「人物画」を描こう　6月9日～23日の土曜日、全3回、午後1時～4時。15人。8000円。


募：電話・ファクスで、講座名・必要事項を東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133　FAX：03-5793-7132（平日、午前10時～午後5時）へ。同大学のウェブからも応募できます。








文化団体などの大会出場を支援


　市民が文化活動を続けられるよう、大会などに出場する際に、支援金を交付します。

　対象は、音楽や演劇のコンクール、囲碁の大会などで、国際団体や国・地方自治体が主催する全国または関東規模の大会に出場する、市内在住の方や団体です。

　詳しくは、文化スポーツまちづくり振興財団のウェブをご覧ください。


問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237








生ごみの自家処理を


　堆肥を作る方法を学びます。1日だけの参加もできます。


　6月10日（日）・20日（水）・24日（日）、7月11日（水）・15日（日）、9月5日（水）・9日（日）、11月7日（水）ほか、午前10時～正午。市民活動センター。

募：各日とも開催日の5日前までに資源循環課　電話：0463-21-9763へ。









市民大学講座


　中央公民館。高校生を除く18歳以上の方40人（抽選）。300円。訪問学習は、別に実費負担。


①西相模の考古学


　6月21日、28日、7月12日、19日、26日、8月2日、23日、30日の木曜日、全8回、午後2時～4時（8月2日は午前9時～午後1時）。


②近代日本文学と神奈川


　6月23日、7月14日、28日、8月3日、24日、9月7日、18日の火・金・土曜日、全7回、午後2時～4時（9月18日は午後0時30分～3時15分）。


募：はがきまたは直接、講座名（はがき1枚につき1講座）・必要事項を6月2日（土）までに〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。








神奈川建築コンクール


　県内で平成21年5月28日～24年5月27日に完成し、建築基準法に基づく検査済証を受けている建築物などを審査・表彰します。


募：5月28日（月）～6月15日（金）に建築指導課　電話：0463-21-9731へ。







市営住宅の入居者を募集します




　入居予定日は10月1日（月）。戸数は、変更になることがあります。抽選。


　次の全ての条件を満たす方。①20歳以上または既婚②夫婦や親子主体の家族③本市に1年以上住民登録、外国人登録をしている④収入が基準以内⑤住宅困窮理由が市の条件に該当している⑥市税などの滞納がない⑦申込者または同居しようとする親族が暴力団員でない。単身世帯用は②を除く。優遇枠は、母子または父子世帯・老人世帯・障がい者世帯など。


一般世帯用（2人以上）


　龍城ケ丘7戸（うち優遇枠2戸）、東中原6戸（うち優遇枠2戸）、田村宮の前4戸、中原上宿2戸、虹ケ浜・虹ケ浜西・中原下宿・万田貝塚・出縄中谷戸、各1戸。


高齢者世帯用（1・2人用）


　公所谷戸住宅2戸。


単身世帯用


　東中原3戸、万田貝塚1戸。


募：5月18日（金）から本庁舎1階案内窓口や公民館などで募集のしおりを配ります。その中にある申込書を6月6日（水）～8日（金）に、南附属庁舎2階Ｅ会議室へ。詳しくは東急コミュニティー・平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005・建築住宅課　電話：0463-21-8784へ。









[image: 知っとこ！防災]

No.8　災害ボランティアコーディネーター


養成講座を開催


　大災害時には、福祉会館に災害ボランティアセンターが設置されます。その運営に協力していただく方の養成講座を開きます。先着順。


一般公開講座　6月2日（土）午後1時30分から。保健センター。150人。


養成研修会　6月9日・16日・30日の土曜日の午後、全3回。消防庁舎。30人。


募：ボランティアセンター　電話：0463-33-0007







[image: 日食では晴れ男 天体観察会のベテラン]



　「普段は雨男。でも日食のときは、毎回晴れを呼ぶんです」と笑う、博物館サークル・天体観察会の関谷育雄さん。同会が設立された、昭和58年度からのメンバーです。

　1988年には小笠原諸島、1995年にはタイ、2009年には硫黄島で皆既日食を見た関谷さん。5月21日朝の金環日食には「皆既日食と違い、太陽がドーナツ型に見えますよね。自然の神秘を感じ取りたいです」と期待を寄せます。

　豊富な知識と天体の撮影技術から、メンバーに〝先生″と呼ばれていますが、実は現役の理科教員。教壇に立つ金目中学校では、生徒のため金環日食観察用のフィルター300枚を手作りしました。「市販品より自然な色で精密に見える」という自信作。21日は〝日食晴れ男″の本領発揮なるか。乞うご期待。
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関谷さんが撮影した星空








スポーツ


市民ハイキング


　湯の丸山（群馬県と長野県の県境の山）を訪れます。


　7月21日（土）～22日（日）の1泊2日。市内在住・在勤・在学の高校生以上で5時間程度の山歩きができる方40人（先着順）。1万8600円。


募：大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060にある申込書を、5月22日（火）から名鉄観光（株）小田原支店（観光庁長官登録旅行業第55号・小田原市栄町1-8-1Y＆Yビル3階）　電話：0465-23-3238へ。





パークゴルフ大会


[image: 市制80周年]

　会場は、湘南ひらつかパークゴルフ場（上吉沢1579-1）です。

親子の部　6月30日（土）午前9時15分から。雨天の場合は7月1日（日）に延期。市内在住の小学生とその保護者（祖父母可）40組（抽選）。

個人の部　6月30日（土）午後1時15分から。小雨決行。市内在住の高校生以上の方80人（抽選）。


募：往復はがきで、参加部門・必要事項・年齢・性別・貸しクラブの有無・技術レベル（中級以上の方は平均スコア）を6月1日（金）までに〒254-0074大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。

[image: 動画を見る]






健康ウオーキング


　6月12日（火）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時ごろのＮＨＫの天気予報で、降水確率が50パーセント以上の場合は13日（水）に延期。13日も50パーセント以上の場合は中止。7キロ。湘南海岸公園集合・解散。飲み物・タオル・帽子、お持ちの方は歩数計。動きやすい服装でお越しください。


問：健康課　電話：0463-55-2111






ひらつかアリーナの開放日


　6月11日（月）・19日（火）、午前9時～午後5時。バレーボール・バドミントンなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。


問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011






首都大学野球リーグ


　5月26日（土）午前10時30分、東海大-帝京大。午後1時、日本体育大-大東文化大。5月27日（日）午前10時30分、大東文化大-日本体育大。午後1時、帝京大-東海大。平塚球場。チケットは当日券のみ同球場で販売。大人1000円ほか。


問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233












健康と福祉


健康診査が始まります


　生活習慣病予防などの健診です。6月1日～平成25年2月28日。実施医療機関に直接、お申し込みください。


　①と②は5月末に郵送するお知らせをご覧ください。②～⑤は、平成25年3月31日時点の年齢です。


①後期高齢者健康診査
　後期高齢者医療制度の被保険者。後期保険証。


②国民健康保険特定健康診査
　40歳以上の国民健康保険の被保険者。1500円。受診券・国保保険証。


③生活保護受給者らの健康診査　生活保護や中国残留邦人等支援給付を受けていて、健康保険に加入していない40歳以上の方。生活保護受給者証・中国残留邦人等支援給付の方は本人確認証。


④肝炎ウイルス検診　40歳以上で、肝炎ウイルスの検査を受けたことがない方。健康保険被保険者証。1200円。


⑤成人歯科検診
　40・50・60・70歳の方。対象者には5月末に、通知を送ります。受診券。1000円。

問：①と③～⑤は健康課　電話：0463-55-2111②は保険年金課　電話：0463-21-8776へ。





日常生活を支援します


軽度生活援助


　日常生活における軽度な作業を助け、在宅生活を援助します。

　2時間程度の草むしりや掃除などの作業（介護保険の給付対象となるものは除く）や、通院の付き添いなどをします。それぞれ利用回数に限度があります。

　65歳以上の在宅高齢者で、作業のため、別に住む親族らの協力が得られない世帯。派遣人数一人につき1時間500円。各地区の高齢者よろず相談センターか、担当のケアマネジャーへ。


訪問理容・美容サービス

　65歳以上で要介護3～5の在宅の寝たきりの方か、身体障がい者手帳1・2級で外出が困難な方。2000円（理容サービスで顔そりをする場合は3000円）。介護保険被保険者証または身体障がい者手帳。


家族介護用品の支給

　介護保険の要介護認定を受けている方を介護している家庭に、紙おむつなどを支給します。次の条件を全て満たす方。①市内在住②要介護4・5の方と同じ住所に住み、在宅で介護している③家族全員が市民税非課税④医療機関への入院や介護保険施設に入所
していない。介護保険被保者証・家族全員の印。


問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778





タクシーの利用助成券


　4月から、1年間の交付枚数が36枚になりました。1回の乗車で3枚まで使えます。


　①身体障がい者手帳を持ち、下肢・体幹・視覚・内部障がい者で1・2級の方②療育手帳Ａ1・Ａ2を所持している方③精神障がい者保健福祉手帳の1級を所持している方など。


問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774





拡大教科書づくり講習会


　6月13日～7月25日の水曜日、全7回、午後1時～3時。福祉会館。ノートパソコンを所有し、平塚点訳赤十字奉仕団でボランティアができる方10人（先着順）。1000円。筆記用具。


募：電話または直接、氏名と電話番号を、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。






くすの木体操教室


　6月8日（金）午後1時30分～3時。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。室内用運動靴・バスタオル・ハンドタオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。


問：健康課　電話：0463-55-2111






健康体操教室


　6月18日（月）午後1時30分～3時。大原公民館（大原1-15）。室内用運動靴・バスタオル・ハンドタオル・飲み物。


問：健康課　電話：0463-55-2111






講座「健診で血糖値注意といわれたら」


　保健センター。市内在住・在勤の方、各40